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からである。その必要に迫られてわれわれは行
為する。生き続けなければならない
































全うする。そのカモシカにとっては、＜虎を見るという出来事 the event, sight-of-



































































































































































































































　たとえばある因果系列において出来事 A、B、C、D が区別されるとする。それらは E（「虎」
あるいは「死」）への因果系列に置かれるものとする。これら A・B・C・D への分割によっ
てわれわれは一気に E（＜虎＞）が立ち上がるという危険を遠ざけることができる。E は
突然襲いかかる「死」ではなく遠ざけられた「死」、D → C → B → A の系列において回
避しうる一定のインターヴァルを持つ「死」へと軽減される。同時にわれわれの生き延び
の可能性は増大する。上述した通りこの因果系列がわれわれの「時間」である。この「時
間」を刻む目盛り = 出来事 A、B、C、D はわれわれにとってなくてはならぬものである。
ところが実際にこうした出来事 A
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」は反転する目的として
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・・・
　しかし彼は「生きているもの」なのだ。「生きている」ことは目的を持たない













目的さ、無用さ、説明不可能さ」において生きた行動 living behavior なのである。防衛
的あり方からみればそれはほとんど「愚か」（DS p.32）とさえ言える行動である。
　だが「生きている」彼は、おそらく防衛を忘れているのだ
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することのない
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＞という生の不在
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? そもそも
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＜生き延び
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＞において私が
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求めたもの
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、＜死すべき私
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＞の恐れにおいて私が求めたものは
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、＜生きていること
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であるはずである。そしてもし＜死す
べき私＞がまさにこの＜生命＞を欲していたのだとすれば、それは＜死すべき私
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現象するあらゆる差別の中にある＜生命＞の統一を回復させるはずである。そ
れはあらゆる＜複数＞の存在を、分節柵のないひとつの



























































 Dingle, H., Philosophy ; XXV.188-3, 1950
 Ritchie, A. D., Philosophical Quarterly,Vol.1.82,1950
 Spilsbury, R. J., Mind, Vol. LIX.281, 1950



















Restoration of “Subject” in O.S.Wauchope
Sachiko IGARASHI
This paper discusses the concepts of “life” and “death” by Wauchope O.S.. Yasunaga H. 
proposed “Phantom theory”, an idea of psychiatrial therapy, based on this Wauchope’s 
theory.  Wauchope tried to carry over existential philosophy by the concept of  “living 
behavior” and “death avoiding”.  These two concepts, “living behavior” and “death 
avoiding”, make a system which is called “language and time”, invented as system of 
survival in human beings.  His concept, “language”, is similar to “Sein” by Heidegger, M., 
and his “time” is such as Hedegger’s “Zeit”.  It is found that in the basis of this point 
Wauchope aims at the ideal social system, the utopia, which can overcame the defects 
of thought of utilitarianism,communitarianism and liberalism.
